
４月１５日土曜日、ひとまち交流館京都にて、関西電力病院外科部長・日本神経内分泌腫

瘍研究会理事・京都大学医学部臨床教授による講演会を盛会に終えることができました。 
お天気にも恵まれ、日本各地からの参加者で５０名を超える仲間が集まりました。 
河本先生は、温厚で気さくな先生です。 
 
講演テーマ 「膵・消化管神経内分泌腫瘍と集学的治療」 
日時：2017 年 4 月 15 日(土) 9：30～12：00 
場所：ひとまち交流館京都 3 階第 5 会議室にて 
朝も役員、スタッフより早くお越しくださって、会場の設営もお手伝いくださいました。 
また、後片付けも手伝ってくださいました。本当にフットワークの軽い先生です。 
 
河本先生の講演は基本的な内容から始まりましたが、聞いている私たち一人一人がそれ

ぞれに納得のできる、いわば「かゆいところに手の届く」という意味で分かりやすいお話

であったと思います。 
しかし、分かりやすいといっても簡単なだけの話ではなく細かな数値データや貴重な画

像も示していただき、そこから先生のこの病気に対する考えと患者・家族の皆さんに向け

てのメッセージをうかがうことができたと思います。 
『・・・この NET という病気はまだまだ未知の部分も多く手ごわい、多くの医師や研究

者が日々研究と実践を続けているが、検査も診断も治療も完璧にはほど遠い、それでもわ

かってきたこと・できることは確実に増えている、 
だから、症状は苦しいし検査は面倒で大変だ、治療はしんどい、副作用もあって苦しい、

薬は思っていたほど効かない、・・・だとしても、医師を信頼してよく相談してください、

手術によって切除できればすべきですが再発・転移の可能性も残る、良い薬ができてきて

いるが人それぞれに治療薬の効き目は違う、だからいくつかの検査や治療を組み合わせる

ことも必要です、時間も費用もかかるが諦めないでほしい。今後の治療法としては、ラン

レオチド、ＰＲＲＴが期待できそうです。 
また、完治というより、粘る治療を目指して、ＱＯＬをいかによく保ちつつ延命を図れ

るかがカギです。』 
とおっしゃっていました。 
 

事前に寄せられた個別質問にも、丁寧に答えてくださって、講演時間内におわらない方の

分は、お食事のときにお答えくださいました。 
懇親会も、多くの参加者があり、テーブル４つを先生自ら、椅子を持ってまわり、皆さん

からの相談に快く対応してくださいました。（先生、ほとんど召し上がる時間がなかったと

思います。） 
 



お食事、がんこ二条苑とは。。。 
『高瀬川二条苑（たかせがわにじょうえん）は、1611 年（慶長 16 年）、高瀬川開削者であ

る豪商角倉了以がその源流に建設した別邸跡にある日本庭園である。高瀬川源流庭苑とも

呼ばれる。庭園の一角には、江戸時代初期に小堀遠州により作られた茶庭が現存する。 
明治時代になって、元勲山県有朋が当地に第二無鄰菴と称される別邸を建設した。このと

きに庭園は、無鄰菴を作庭した小川治兵衛により改修され、現在に至っている。山県以降

は、日本銀行総裁川田小一郎らが当地に別邸を構えていた。 
現在は日本料理レストラン「がんこ高瀬川二条苑」となっている。』ウイキペディアより。 
  
次回、患者会は６月１８日です。 
詳細は、検討中ですので、みなさんご意見などございましたら、およせくださいね。 


